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ひかりだより Ｎｏ．３ 
令和５年５月２９日 

練馬区立光が丘春の風小学校 

校長 内木 勉 

ひかりルーム 担任 

 

 

文房具あれこれ 

こどもえんぴつ（くもん出版） 

軸が太めの三角形になっていて正しい握り方がしやすくなっている。 

２Ｂ、４Ｂ、６Ｂがある。 

専用の鉛筆削りが必要なことと、一般的な箱型の筆箱に入らないことがある。 

 

 

①押さえる場所がはっきりしていて、つかいやすい。（Ｑスケール） 

②滑り止め加工がしてあり、数字も読みやすい。三角定規、分度器もある。（ナノピタキッズ） 

③定規の端から目盛りが始まり、測りやすい。（クツワ） 

④黒地に白文字のため、目盛りが読みやすい。反対側の目盛りは定規の端から目盛りが始まる。（レイメイ藤井） 

定規 

学習するときに、様々な文房具を使います。扱いやすい文房

具を使うことで、楽しく学習できたり集中して作業できたり

します。いくつか紹介します。 

魔法のザラザラ下じき（レイメイ藤井） 

下じき表面に細かいドット加工があり、ザラザラした感触になっている。 

鉛筆の動きを意識しやすくなり、イメージしたように文字が書けるようになる。 

裏面は、ツルツルしている。 

サイズ、色はいくつかある。 


